
小論文出題意図 

 

本学のアドミッションポリシー内「国内外の様々な出来事」ということで、看護と AI技

術について取り上げた。 

図の内容を参考として看護の現場を科学的に思考する力、問題解決のために考える力、

「生きるを支える人」としての人間の尊厳や倫理観、自分の意見を論理的にわかりやすく他

者に伝える能力を評価する目的で出題した。 
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日本赤十字東北看護大学 

看護学部看護学科 

 

令和８年度 

大学入学共通テスト利用選抜【前期 B】 

 

 

 

試験問題 
 

［小 論 文］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注 意 事 項】 

 

１．小論文の時間は６０分です。 

２．解答開始の指示があるまで、試験問題の表紙を開いてはいけません。 

３．試験問題の表紙・解答用紙に受験番号を書いてください。 

４．試験問題および解答用紙は切り離してはいけません。 

切り離した解答用紙は無効です。 

５．空白の部分は、メモに使用しても構いません。 

６．質問があるときは、手をあげて試験監督者に知らせてください。 

 

 



問 題 

 

 現在、さまざまな場面において AI 技術の研究、開発が進められています。総務省に

よる企業向けアンケート「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル

活用の動向に関する調査研究」(2024)においても 4 割以上の企業が「積極的に活用」

「活用する領域を限定して利用」する方針を打ち出しています。 

看護の現場においても AI 技術の導入が進んでいます。例えば、看護記録の作成補助、

患者のモニタリング、教育支援など、看護師の業務を補助するさまざまな活用が期待さ

れています。一方で、AI 技術を導入することによる課題も指摘されています。 

 

あなたは、将来の看護職を目指す立場として AI 技術の看護分野への導入についてど

のように考えますか。下記グラフおよびあなた自身の AI 技術に関する情報をもとにそ

の利点と課題について述べなさい。そして「生きるを支える人」としての立場を踏まえ

たあなたの意見を 800字以内で述べなさい。 

 

 

 

 

参考) 「生成 AI 活用における効果・影響」 

総務省「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に

関する調査研究」(2024)より 


